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本
会
は
、
令
和
４
年
12
月
末
現
在
の
「
市
議
会
議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
結
果
」
及
び

「
市
議
会
議
員
報
酬
に
関
す
る
調
査
結
果
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
議
員
実
数
、
定
数
と
も

前
年
よ
り
減
り
、
実
数
は
16
年
連
続
で
の
減
少
と
な
っ
た
。
報
酬
の
平
均
月
額
は
、
議
長・

副
議
長
・
議
員
い
ず
れ
も
昨
年
と
同
額
と
な
っ
た
。

 

調
査
結
果
は
本
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
い
る
。

議
員
数

議
員
数  

減
少
傾
向
続
く

減
少
傾
向
続
く

定
数
・
報
酬

定
数
・
報
酬  

調
査
結
果

調
査
結
果

議
員
実
数
の
状
況

議
員
実
数
の
状
況

令
和
４
年
12
月
31
日
現
在

の
全
国
８
１
５
市
区
議
会
議

員
の
実
数
は
１
万
８
５
１

０
人
（
１
市
あ
た
り
22
・
７

人
）。前
年
調
査
の
実
数
１
万

８
６
８
０
人
（
１
市
あ
た
り

22・9
人
）と
比
較
す
る
と
前

年
比
１
７
０
人
減
、
１
市
あ

た
り
平
均
で
0.2
人
の
減
少
と

な
っ
た
。
政
令
指
定
都
市
で

は
減
少
幅
が
大
き
く
、
１
市

あ
た
り
平
均
0.7
人
減
少
し
た
。

平
成
30
年
か
ら
令
和
３
年

議
員
定
数
の
状
況

議
員
定
数
の
状
況

グラフ 議員実数・定数の推移（直近 5 年）

調
査
時
点
の
８
１
５
市
区

議
会
議
員
の
定
数
は
合
計
１

万
８
８
７
６
人（
１
市
あ
た

り
平
均
23
・
２
人
）。前
年
の

１
万
８
９
６
０
人（
１
市
あ

た
り
23
・
３
人
）と
比
べ
て
84

人（
１
市
あ
た
り
0.1
人
）の
減

と
な
っ
て
お
り
、減
少
傾
向

が
続
い
て
い
る（
グ
ラ
フ
参

照
）。平成

の
大
合
併
直
前
の
平

成
10
年
の
調
査
（
１
万
９
１

８
４
人
、
１
市
あ
た
り
28
・

６
人
＝
６
７
０
市
対
象
、
特

別
区
含
ま
な
い
）
と
比
較
す

る
と
、
調
査
対
象
市
区
が
増

加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
25
年
で
３
０
８
人
、
１
市

あ
た
り
５
・
３
人
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

各
市
区
ご
と
の
定
数
の
増

減
で
は
、
47
市
で
前
年
か
ら

定
数
が
減
少
し
た
（
最
大
の

減
少
幅
は
４
人
）。定
数
が
増

え
た
市
区
は
な
か
っ
た
。

※調査結果（過去分含む）を基に本会が作成　※（　）は前年との差

ま
で
の
直
近
５
年
間
の
議
員

実
数
の
推
移（
グ
ラ
フ
参
照
）

松本総務大臣（左から2人目）

橘自民党地方議会PT幹事長（左から2人目）

改正地方自治法成立で御礼改正地方自治法成立で御礼
地方議会の役割地方議会の役割 議員の職務等議員の職務等 明確化

本会の清水富雄会長はじめ議会三団体の代表は
5月19日、地方議会の役割及び議員の職務の明確化
等を内容とする地方自治法の一部を改正する法律
が4月26日に参議院本会議で成立したことに伴い、総
務大臣及び関係国会議員等を訪問し、御礼のあい
さつを行った。公布日は5月８日、施行日は次のとおり。
・地方議会の役割及び	 令和5年5月８日
　議員の職務等の明確化	 	
・請願書の提出等の	 令和6年4月1日
　オンライン化	

議会三団体代表
▽柴田正敏 全国都道府県議会議長会前会長 
▽清水富雄 全国市議会議長会会長
▽南雲　正 全国町村議会議長会会長

御礼あいさつ訪問先
▽松本剛明 総務大臣
▽橘慶一郎 自由民主党「地方議会の課題に 

関するプロジェクトチーム」幹事長
▽吉川浩民 総務省自治行政局長

を
見
る
と
、
令
和
3
～
4
年

が
最
大
の
減
少
幅
と
な
っ
て

い
る
。
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市区
数

議　長　平　均 副議長平均 議　員　平　均
令和4年 令和3年 (前年比) 令和4年 令和3年 (前年比) 令和4年 令和3年 (前年比)

5万人未満 297 41.6 ↖ 41.5 (＋0.1) 36.0 ↖ 35.9 (＋0.1) 33.5 ↖ 33.4 (＋0.1)

 5～10万人未満 236 48.3 ↖ 48.1 (＋0.2) 42.7 ↖ 42.5 (＋0.2) 39.9 ↖ 39.7 (＋0.2)

10～20万人未満 148 55.5 ← 55.5 (　0.0) 49.7 ← 49.7 (　0.0) 46.3 ← 46.3 (　0.0)

20～30万人未満 39 63.7 ↖ 63.6 (＋0.1) 57.5 ← 57.5 (　0.0) 53.7 ← 53.7 (　0.0)

30～40万人未満 27 69.4 ↖ 69.3 (＋0.1) 63.6 ↖ 63.5 (＋0.1) 59.5 ↖ 59.4 (＋0.1)

40～50万人未満 18 74.1 ↖ 73.7 (＋0.4) 67.3 ↖ 66.9 (＋0.4) 62.5 ↖ 62.1 (＋0.4)

50万人以上 7 77.2 ↖ 76.6 (＋0.6) 70.0 ↖ 69.5 (＋0.5) 64.7 ↖ 64.2 (＋0.5)

特 別 区 23 90.3 ↙ 91.6 (－1.3) 78.6 ← 78.6 (　0.0) 60.8 ← 60.8 (　0.0)

指定都市 20 96.1 ↙ 96.4 (－0.3) 86.5 ↙ 86.8 (－0.3) 79.0 ↙ 79.3 (－0.3)

全国平均 815 51.8 ← 51.8 (　0.0) 45.8 ← 45.8 (　0.0) 42.3 ← 42.3 (　0.0)

報
酬
月
額
の
推
移

報
酬
月
額
の
推
移

正
副
議
長
と
議
員
の
平
均

報
酬
月
額
に
つ
い
て
み
る
と
、

令
和
４
年
の
議
長
報
酬
の
全

国
平
均
は
51・８
万
円
で
、令

和
３
年
と
同
額
と
な
っ
た
。

副
議
長
報
酬
は
45
・
８
万
円
、

人
口
段
階
別
の

人
口
段
階
別
の

報
酬
月
額

報
酬
月
額

議
長
と
副
議
長
及
び
議
員

の
報
酬
の
人
口
段
階
別
の
平

均
月
額
は
左
下
表
②
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
る
（
前
年
か

ら
減
少
の
区
分
は
赤
字
で
表

示
）。人口

段
階
別
に
見
る
と
、

「
10
～
20
万
人
未
満
」
で
議

長・副
議
長・議
員
報
酬
が
前

年
と
同
額
。「
20
～
30
万
人
未

満
」で
は
副
議
長・議
員
報
酬

が
前
年
と
同
額
と
な
り
、
そ

れ
以
外
の
市（
指
定
都
市
、特

別
区
を
除
く
）で
は
議
長・副

議
長
・
議
員
報
酬
い
ず
れ
も

前
年
比
増
と
な
っ
て
い
る
。

（単位：万円） ま
た
、
特
別
区
で
は
議
長

報
酬
が
前
年
比
減
、
副
議

長
・
議
員
報
酬
が
前
年
と
同

表②　議長・副議長・議員報酬人口段階別平均報酬月額

※調査結果を基に作成　※100円単位以下四捨五入

議
員
報
酬
は
42
・
３
万
円
で
、

同
じ
く
令
和
３
年
と
同
額
と

な
っ
た
。

直
近
８
年
の
本
会
の
調
査

で
は
、
議
長・副
議
長・議
員

の
報
酬
月
額
は
、
令
和
元
年

以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
っ
た

令
和
２
年
を
除
い
て
同
額
と

な
っ
て
お
り
、
お
お
む
ね
横

ば
い
傾
向
が
続
い
て
い
る

（
上
表
①
参
照
）。

額
。指
定
都
市
で
は
議
長・副

議
長
・
議
員
報
酬
い
ず
れ
も

前
年
比
減
と
な
っ
て
い
る
。

議
会
人
事

▼
議
長

▽
富
山 

金
厚
有
豊（
3・23
）

▽
美
作 

山
本
雅
彦（
4・14
）

▽
赤
穂 

土
遠
孝
昌（
4・18
）

▽
東
金 

土
肥
紀
英（
4・19
）

▽
名
張 

細
矢
一
宏（
4・19
）

▽
丸
亀 

三
宅
真
弓（
4・25
）

▽
諫
早 

南
条
　
博（
4・25
）

▽
下
呂 

田
中
副
武（
4・26
）

▽
新
見 

榎
日
出
男（
4・26
）

▽
赤
磐 

佐
藤
　
武（
4・26
）

▽
静
岡 

井
上
恒
彌（
4・27
）

▽
庄
原 

林
　
高
正（
4・28
）

▽
下
田 

中
村
　
敦（
4・30
）

▽
野
々
市 

北
村
大
助（
5・1
）

▽
さ
い
た
ま

 

江
原
大
輔（
5・1
）

▽
坂
井 

辻
　
人
志（
5・2
）

▽
朝
倉 

小
島
清
人（
5・2
）

▽
滝
川 

山
本
正
信（
5・8
）

▽
清
須 

伊
藤
嘉
起（
5・8
）

▽
関 

三
輪
正
善（
5・8
）

▽
出
雲 

板
垣
成
二（
5・8
）

▽
垂
水 

堀
内
貴
志（
5・8
）

▽
砂
川 

多
比
良
和
伸（
5・9
）

▽
沼
田 

中
村
浩
二（
5・9
）

▽
多
治
見 

柴
田
雅
也（
5・9
）

▽
宮
津 

長
本
義
浩（
5・9
）

▽
小
野 

山
本
悟
朗（
5・9
）

▽
宿
毛 

川
村
三
千
代（
5・9
）

▽
嘉
麻 

中
嶋
廣
東（
5・9
）

▽
大
川 

遠
藤
博
昭（
5・9
）

▽
鹿
島 

徳
村
博
紀（
5・9
）

▽
串
間 

福
留
成
人（
5・9
）

▽
阿
久
根

 

仮
屋
園
一
徳（
5・9
）

▽
芦
別 

北
村
　
真（
5・10
）

▽
小
松 

新
田
寛
之（
5・10
）

▽
輪
島 

玉
岡
了
英（
5・10
）

▽
茅
野 

矢
島
正
恒（
5・10
）

▽
府
中（
東
京
）

 

手
塚
と
し
ひ
さ（
5・10
）

▽
熊
谷 

須
永
宣
延（
5・10
）

▽
桜
井 

札
辻
輝
巳（
5・10
）

▽
御
所 

南
　
　
満（
5・10
）

▽
三
原 

岡
本
純
祥（
5・10
）

▽
東
広
島 

奥
谷
　
求（
5・10
）

▽
善
通
寺 

金
崎
大
和（
5・10
）

▽
伊
予 

北
橋
豊
作（
5・10
）

▽
高
知 

平
田
文
彦（
5・10
）

▽
大
野
城 

関
井
利
夫（
5・10
）

▽
竹
田 

佐
藤
美
樹（
5・10
）

▽
室
蘭 

早
川
昇
三（
5・11
）

▽
釧
路 

畑
中
優
周（
5・11
）

▽
歌
志
内

 

本
田
加
津
子（
5・11
）

▽
金
沢 

高
　
　
誠（
5・11
）

▽
大
和 

小
倉
隆
夫（
5・11
）

▽
行
方 

宮
内
　
守（
5・11
）

▽
春
日
井

 

村
上
慎
二
郎（
5・11
）

▽
津
島 

覀山
良
夫（
5・11
）

▽
安
城 

杉
山
　
朗（
5・11
）

▽
犬
山 

柴
田
浩
行（
5・11
）

▽
北
名
古
屋

 

大
野
　
厚（
5・11
）

▽
大
垣 

関
谷
和
彦（
5・11
）

▽
泉
大
津 

堀
口
陽
一（
5・11
）

▽
福
知
山 

田
渕
裕
二（
5・11
）

▽
広
島 

母
谷
龍
典（
5・11
）

区 分
人 口

表①　議長・副議長・議員の平均報酬月額の推移（直近 8 年）
平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
2年

令和
3年

令和
4年

議　長 51.5 51.7 51.7 51.7 51.8 51.5 51.8 51.8

副議長 45.5 45.6 45.7 45.7 45.8 45.5 45.8 45.8

議　員 42.0 42.1 42.2 42.2 42.3 42.0 42.3 42.3
※調査結果を基に作成	※前年比増■、前年比減■	※100円単位以下四捨五入
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柿か
き
沼ぬ

ま
繁し

げ
男お

氏
（
久
喜
市

議
会
議
長
）
５
月
11
日
逝
去
、

76
歳
。
告
別
式
は
５
月
15
日
、

市
内
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪

主
は
妻
の
か
つ
江
さ
ん
。

▽
春
日 

中
原
智
昭（
5・11
）

▽
長
崎 

毎
熊
政
直（
5・11
）

▽
帯
広 
横
山
明
美（
5・12
）

▽
留
萌 
燕
　
昌
克（
5・12
）

▽
稚
内 
鈴
木
茂
行（
5・12
）

▽
名
寄 

山
田
典
幸（
5・12
）

▽
栗
原 

高
橋
　
渉（
5・12
）

▽
茅
ヶ
崎 

岸
　
正
明（
5・12
）

▽
鹿
嶋 

内
田
政
文（
5・12
）

▽
那
須
塩
原

 

山
形
紀
弘（
5・12
）

▽
蒲
郡 

青
山
義
明（
5・12
）

▽
大
府 

鷹
羽
琴
美（
5・12
）

▽
羽
島 

藤
川
貴
雄（
5・12
）

▽
美
濃 

太
田
照
彦（
5・12
）

▽
神
戸 

坊
　
恭
寿（
5・12
）

▽
津
山 

中
島
完
一（
5・12
）

▽
小
松
島 

池
渕
　
彰（
5・12
）

▽
東
か
が
わ

 

渡
邉
堅
次（
5・12
）

▽
富
岡 

佐
藤
信
次（
5・15
）

▽
三
島 

藤
江
康
儀（
5・15
）

▽
半
田 

沢
田
　
清（
5・15
）

▽
四
日
市 

樋
口
龍
馬（
5・15
）

▽
明
石 

尾
倉
あ
き
子（
5・15
）

▽
橋
本 

森
下
伸
吾（
5・15
）

▽
井
原 

三
宅
文
雄（
5・15
）

▽
呉 

中
田
光
政（
5・15
）

▽
新
居
浜 

大
條
雅
久（
5・15
）

▽
飯
塚 

江
口
　
徹（
5・15
）

▽
田
川 

陸
田
孝
則（
5・15
）

▽
大
村 

城
幸
太
郎（
5・15
）

▽
水
俣 

岩
村
龍
男（
5・15
）

▽
中
津 

相
良
卓
紀（
5・15
）

▽
延
岡 

松
田
満
男（
5・15
）

▽
国
立 

髙
柳
貴
美
代（
5・16
）

▽
名
古
屋

 

成
田
た
か
ゆ
き（
5・16
）

▽
尾
張
旭 

丸
山
幸
子（
5・16
）

▽
貝
塚 

南
野
敬
介（
5・17
）

▼
副
議
長

▽
阿
波 

吉
田
　
稔（
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令和 5年 5月 25日号（4）第 2229 号 全 国 市 議 会 旬 報

日 程	 令和５年８月８日(火)	～10日(木)	≲3日間≳
場 所	 全国市町村国際文化研修所（JIAM）

JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分
対 象	 市区町村議会議員（3日間全日程をご受講いただける方）
募集人数	 60名（募集人数を大幅に超えた場合は、申込期限後に抽選
	 等をさせていただきますので、予めご了承ください。）
宿 泊	 研修所宿泊棟（宿泊型研修）　※外泊はできません。
参 加 費	 10,200円（研修、宿泊、食事（朝食2回、昼食2回、夕食2回）、
	 	 資料等にかかる費用です。）
申込期限	 令和５年６月21日(水)	まで
申込方法	 議会事務局を通じて、JIAMホームページ内「研修
	 Web申込みフォーム」からお申し込みください。

「Web申込み」が不可能な場合は、受講申込書により議会事
務局を通じてFAXでお申し込みください。

受講決定	 受講の可否については、開講日の約１か月前を目途に通
知をお送りします。経費納入方法等の手続きについては、
受講決定通知書によりお知らせします。

事前課題	 研修受講にあたって、事前課題に取り組んでいただく予定
です。詳細は受講決定通知書送付時にお知らせします。

11:00～	 入寮受付・昼食
1２:３0～	 開講式・オリエンテーション

	 13:０0～14:30	 講義	地方議員と政策法務
	 新潟大学経済科学部	教授	 宍戸	邦久	氏
	 14:45～16:25	 講義	法制執務の基本
	 政策研究大学院大学政策研究科	教授	 羽白	　淳	氏
	 16:4０～１７:００	 演習導入
	 新潟大学経済科学部	教授	 宍戸	邦久	氏

17:30～	 	 交流会

  9:25～17:00 演習	条例立案演習
	 新潟大学経済科学部	教授	 宍戸	邦久	氏
	 政策研究大学院大学政策研究科	教授	 羽白	　淳	氏

 9:00～12:00 演習	発表・意見交換・講評
	 新潟大学経済科学部	教授	 宍戸	邦久	氏
	 政策研究大学院大学政策研究科	教授	 羽白	　淳	氏
 12:00～12:15	 閉講・事務連絡

令和５年

8 月

 8日（火）

令和５年

8 月

 9日（水）

令和５年

8 月

 10日（木）

開催概要 研修の内容及び日程

公益財団法人	全国市町村研修財団　全国市町村国際文化研修所（JIAM）教務部
〒520-0106　滋賀県大津市唐崎二丁目13番1号TEL.077-578-5932　FAX.077-578-5906

[e-mail]	kenshu@jiam.jp　[ホームページ]	https://www.jiam.jp

お問合せ先

※本研修は、全国市議会議長会及び全国町村議会議長会との共催で実施します。

地域住民の代表である地方議員には、多様な住民ニーズに適切に対応した地域づくりに資するため、 
自らが政策を提案し、条例を立案する「政策法務能力」が求められています。

本研修では、下記のポイントを中心に政策提案に必要な能力を養います。

地方議員のための政策法務市町村議会議員研修
令和５年度

Japan Intercultual Academy of Municipalities
全国市町村国際文化研修所

⚫講義により、地方議員に必要とされる政策法務に関する基礎的な知識を学ぶ
⚫グループ演習では、条例大綱・条例文案などを作成し、条例立案を実際に体験する

研修の
ポイント

地域住民の代表である地方議員には、多様な住民ニーズに適切に対応した地域づくりに資するため、 
自らが政策を提案し、条例を立案する「政策法務能力」が求められています。

本研修では、下記のポイントを中心に政策提案に必要な能力を養います。

月刊「地方議会人」は、本会と全国町村議会議長会との共同編集による議員研修誌
（発行：株式会社中央文化社）であり、地方議会が直面する諸課題について最新の動向を
紹介、解説するほか、地方自治体の施策についても議会の視点から分析、検証するなど、
常に地方議会及び地方議員の目線にこだわった編集に心がけております。

地域課題の解決や議会改革の推進に熱心に取り組まれている地方議会及び地方議員
の皆様にとりまして、タイムリーな情報提供と有意義な意見交換ができるプラットフォー
ムとしての役割を果たしてまいりたいと考えております。

｢議会力アップ｣のための必読誌

議員は、地域経営を担う「理
論」と「自負」を身につける必
要がある。そのために本誌は不
可欠だ。
「巻頭言」からはじまり、「特集」

と「現地報告」と「連載」によっ
て体系的に理解できる。巻頭言と
特集が現代的課題を活き活きと
描きだし、現場からの発信である
現地報告でみずからの活動の位
置を確認でき、連載によって議員

としての基礎から実践的な技術まで習得できる。
また本誌には議員自身が数多く寄稿しており、議員

とともに創りあげる雑誌をめざしているという。イン
ターネット検索では得られない内容を手にとって読
むことで、時代を動かす主体としてワクワクすること
だろう。

大正大学社会共生学部
教授

江
え と う

藤  俊
と し あ き

昭

議員研修誌 「月刊 地方議会人」 を推薦します

■ 特集 
▶	地方議員の政策づくり、6つの戦略
「政策に強い議員」	をめざそう	／礒崎初仁

■ 現地報告　岩手県奥州市議会
▶	民意実現のためにスピード重視の政策へ	／菅原由和	
■ 連載（議会運営講座） 
▶	一般質問パワーアップ・ブック
いかに政策に結びつけるか	／牛山久仁彦

■ 連載（広報・研修資料） 
▶	議会広報紙を見やすく、わかりやすく	／吉村　潔

TEL 03-3264-2520又はFAX 03-3264-2867　URL http://chuobunkasha.com/ 株式会社　中央文化社ご注文・お問合せ

この度の第20回統一地方選挙を受けて、数多くの議員の
方々が新たに議会に参画されるかと存じます。これを機に、
全国市議会議長会、全国町村議会議長会共同編集の議
員研修誌「月刊 地方議会人」を是非ご購読していただき、
議会運営や政策づくりの一助となればと考えております。

この度、本誌のダイジェスト版「月刊 地方議会人サンプル
号」を作成いたしましたので、ご覧いただければ幸いです。

サンプル号は議員専用ページに掲載しています。
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議員研修誌
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政策づくりのポイントとは？

巻頭言　廣瀬克哉

■ 新連載（広報・研修資料）
議会広報紙を見やすく、わかりやすく
／吉村　潔

■ 特集

地方議員の政策づくり、６つの戦略
／礒崎初仁
政策を議論する場へと議会を変えよう！
／川上文浩
新人議員が体験した「政策づくり」と
「一般質問」／上瀬裕美

■ 現地報告

北海道福島町／岩手県奥州市／長野県宮田村
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月刊 地方議会人議員研修誌
共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

「月刊 地方議会人」 サンプル号について
送料込通常号 Ａ4判 68ページ 年間購読 9,972円（１部831円）

 サンプル号は議員専用ページに掲載しています。

https://4d2.jiam.jp/ApplicationForm/Main?id=23613
https://4d2.jiam.jp/ApplicationForm/Main?id=23613
https://www.jiam.jp/workshop/detail.html?t=23613
https://www.jiam.jp
http://chuobunkasha.com/
http://chuobunkasha.com/%e6%9c%88%e5%88%8a%e3%80%8c%e5%9c%b0%e6%96%b9%e8%ad%b0%e4%bc%9a%e4%ba%ba%e3%80%8d/%e6%96%b0%e7%9d%80%e6%83%85%e5%a0%b1%e3%80%80%e6%9c%88%e5%88%8a%e3%80%8c%e5%9c%b0%e6%96%b9%e8%ad%b0%e4%bc%9a%e4%ba%ba%e3%80%8d5%e6%9c%88%e5%8f%b7%ef%bc%882023%e5%b9%b4%ef%bc%89%e7%99%ba%e5%a3%b2/
http://chuobunkasha.com/%E6%9C%88%E5%88%8A%E3%80%8C%E5%9C%B0%E6%96%B9%E8%AD%B0%E4%BC%9A%E4%BA%BA%E3%80%8D/
https://www.si-gichokai.jp/giin/koendoc/gichokai/R05/index.php

